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1. 背景および目的 

島根県安来市宇賀荘地区において，2004 年に冬期湛水水田を導入したところ，毎年 1000

羽以上のコハクチョウが飛来し越冬場として利用するようになった．冬期湛水水田とは，

水稲収穫後の水田に冬から春にかけて水を張る農法のことである．冬期に水を張ることで

春先の雑草の発生を抑制し，農薬の使用量を減らす効果がある．また，水田にイトミミズ

やカエルが増え，生物多様性にも繋がると言われている．水田にて滞在するコハクチョウ

が排出する糞は有機肥料として稲作への活用が期待されるが，具体的な効果については良

く知られていない．本研究では，宇賀荘地区 10 枚の冬期湛水水田を調査対象とし，コハク

チョウ越冬に由来する，作物が利用可能な肥料分（窒素・リン等）を定量的に把握し，次

期の稲作において，どの程度，施肥を削減できるか評価することを目的に研究を進めた． 

2．調査対象地域 

調査対象地域である島根県安来市宇賀荘地区は，

県内有数の穀倉地帯である能義平野に位置する

（Fig.1）．宇賀荘地区は，農薬や化学肥料を使用し

ない「環境に配慮したお米づくり」に取り組んでお

り，除草対策として冬期湛水水田を導入している．

冬期湛水水田では，冬期に水を張る前，ぼかし肥料

の散布と荒起しが行われている．また，近隣の伯太

川より定期的に灌漑水が供給されている．  

3. 研究方法 

宇賀荘地区 10 枚の冬期湛水水田にて，コハクチョウ飛来前（2016 年 11 月）と帰郷後

（2017 年 4 月）の土壌（0～5cm，5～10cm 深）および水田滞在時（2016 年 12 月～2017 年

3 月）の田面水等のサンプルを採取した．採取した土壌（pH，EC，全炭素，全窒素，可給態

リン酸）や田面水（全窒素，全リン，イオン成分）を分析することに加え，冬期に月 4 回，

水田にて滞在するコハクチョウの羽数カウントを行うことで，滞在羽数とコハクチョウ越

冬によって水田土壌へと供給された肥料分との関係性を検証した． 

4．結果と考察 

冬期（2016 年 12 月～2017 年 3 月），水田にて滞在するコハクチョウの羽数を調べた結

果，コハクチョウは 10 枚の水田には均等に滞在しておらず，期間中 1 度も滞在が確認さ

れない水田もあった．コハクチョウの水田滞在羽数と田面水や水田土壌の分析結果との関

係性を検討するため，まずコハクチョウ滞在羽数パターンを Cluster 分析（Ward 法）によ
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 Fig. 1 調査対象地域 
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って，滞在数大の群と滞在数小の群，滞在数中の群の 3 つに分類した（Fig.2）．田面水の

水質（全窒素，全リン）を見てみると，滞在数小の水田と滞在数大の水田において統計的

な有意差が認められた(Fig.3，Fig.4)．水田土壌の分析結果を見てみると，10 枚すべての

水田における，コハクチョウ飛来前（2016 年 11 月）と帰郷後（2017 年 4 月）の全窒素量

には 1％水準で統計的な有意差が認められ，水田への窒素供給が示唆された．しかし，コ

ハクチョウ水田滞在羽数との相関性は見られなかった(Fig.5)．また，コハクチョウが水田

に滞在していた羽数と，水田土壌の pH，EC，可給態リン酸についても明確な相関は見られ

なかった．今回の水田土壌サンプリングはコハクチョウの水田内での滞在を考慮に入れた

ものではなかったため，コハクチョウ滞在による影響が顕著に見えなかったと推測される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．まとめ 

本研究により，冬期湛水水田の田面水の栄養塩濃度とコハクチョウ水田滞在羽数には関

係性が認められ，越冬による影響が確認された．一方で，水田土壌の栄養塩濃度とコハク

チョウ水田滞在羽数には明確な関係性は認められなかった．今後コハクチョウ越冬による

冬期湛水水田への影響（特に土壌）をより詳細に解析していくためには，サンプリング方

法の見直し等による影響の的確な観測・測定が必要と考える． 

Fig. 2 田面水の全窒素濃度  

Fig.2 コハクチョウ水田滞在数による分類  Fig.3 田面水の全窒素濃度  

Fig.4 田面水の全リン濃度  Fig.5 水田土壌の全窒素濃度  

− 507 −


